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Context Aware Messaging Service：位置情報とスケジュール
情報を用いたコミュニケーションシステムの構築および運用実験

中 西 泰 人† 辻 貴 孝†,††

大 山 実††† 箱 崎 勝 也†

本稿では，位置情報とスケジュール情報を用いたコミュニケーションシステムであるContext Aware
Messaging Service（以下CAMS）について述べる．CAMSは，PHSにより取得される位置情報と
ユーザの入力したスケジュール情報を用いてユーザの通信コンテクストを推定して，受信側の状況に
最も適すると思われる電話番号やメールアドレスを動的に選択し，CTIサーバおよびメールサーバを
用いてメッセージを動的に配送する．またシステムによる動的なメッセージの配送だけでなく，ユー
ザが位置情報およびスケジュール情報，転送状況をWWW上で共有する仕組みを CAMSが提供し，
メッセージを送るタイミングやメディアを選択するための情報を発信者側に提示する．CAMSの設
計および実装を行い，地理的に分散しつつさらにモバイル環境においてもコラボレーションを行う
SOHO（Small Office Home Office）ワーカのグループを対象とした，2カ月半にわたる運用実験を
東京都内にて行った．実験での通信ログの分析およびユーザへのヒアリングの結果から，CAMSに
よるメッセージの動的配送と通信コンテクストの共有が，コミュニケーション機会の損失を軽減する
効果を確認し，グループへの帰属意識を向上させるという知見を得た．

Context Aware Messaging Servece: Development and Evaluation
of a Communication System Using Location Information
and Schedule Information

Yasuto Nakanishi,† Takayuki Tsuji,†,†† Minoru Ohyama†††

and Katsuya Hakozaki†

This paper describes a context-based dynamic messaging system, called “Context Aware
Messaging Service”. It uses schedule information and location information of the message
addressee. According to the addressee’s communication context (schedule, location, and
available media), the system selects the most suitable telephone umber or e-mail address,
and redirects each incoming message dynamically. It also writes the schedule and location
information of users into an HTML file which users can share on the WWW. We had an ex-
periment for two months in Tokyo and the users are a group of SOHO workers. We evaluated
the system with their opinions and with the analysis of communication logs. Both dynamic
message redirect and sharing communication contexts produced smooth communication. The
users preferred sharing communication contexts and it improved feeling of a team.

1. は じ め に

携帯電話やノートパソコンなどのモバイル環境と電

子メールの普及によって，いつでもどこでもコミュニ
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ケーションをとることが可能になり，それらのモバイ

ルツールがもたらすメリットを享受するようになった．

しかしその一方で，新しい道具としてのモバイルツー

ルが，コミュニケーションにおける新たな問題をも引

き起こしている．

様々なメディアが混在する現在の通信環境において，

よりスムーズなコミュニケーションをもたらすシステ

ムを構築するため，まず最初に，現在一般的に使用可

能な携帯電話や携帯端末に関するアンケートを行った

（1999年 5月）．対象者は 20代前半の 10名（男 9女

1）であり，現在の固定電話および携帯電話，電子メー
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ルを用いたコミュニケーションにおける問題点および

それぞれの方式における利点，望ましい付加的な機能

について，電子メールを用いて自由形式にて回答をし

てもらった．回答にのぼった主な項目は，以下のとお

りであった．

• 携帯電話を用いる際には，受信側の状態を気にす
る必要がある．

• 用件や相手の状態を考慮し，様々なコミュニケー
ション手段の中から，最も適すると思われるもの

を選択する必要がある．

一般的にも，携帯電話の第一声で「いまだいじょう

ぶ？」「いまどこ？」という会話が取り交わされるよ

うに，携帯電話を用いる際に受信側の状況を気にする

ようになりつつある．また，携帯電話や固定電話，オ

フィスのメールアドレスや自宅のメールアドレスなど，

1人の人間が複数のメディアとアドレスを使用するこ

とが一般的になりつつあるため，相手の状況を推測し，

通信のメディアやアドレスを選択するようになってい

ると考えられる．様々な通信チャネルと通信デバイス

の普及によって，個々人が通信を行う環境は多様化し

複雑化する一方である．ことさら，空間的に分散した

モバイル環境では，通信を行う環境が時事刻々変化す

るため，他者とそれを共有することは，困難なことと

なっている．

こうした問題点を解決し，多種多様な環境に分散し

ているグループのユーザがよりスムーズにコミュニ

ケーションをとるためのシステムを構築することを目

的として，ユーザの位置情報およびスケジュール情報

を用いたコミュニケーションシステムであるContext

Aware Messaging Service（以下 CAMS）を構築し

た1)∼3)．

CAMSは，時間（スケジュール）と空間（ユーザの

場所と利用可能な通信環境）に応じて最も適している

と思われる通信手段を動的に選択してメッセージを配

送し，お互いの状況（スケジュールと場所，利用可能

な通信環境）を共有するためのシステムである．本稿

では，スケジュールと場所，利用可能な通信環境のこ

とを通信コンテクストと呼ぶこととする．もちろん，

コミュニケーションをとるにあたって考慮しなければ

ならないコンテクストの総体は，はるかに複雑である．

体調であるとか気分といった個人的な情報や，個人を

取り巻いている他者といった環境の情報など，様々な

ものが考えられるが，本稿では限定的ではあるが，各

ユーザの場所，行動，利用可能な通信環境の 3点のみ

に着目した．

以下，2章では CAMSの概要および実装，3章では

図 1 CAMSのシステム構成
Fig. 1 System configuration.

運用実験について述べ，4章で関連研究との比較と考

察を行う．最後に 5章で本稿をまとめる．

2. Context Aware Messaging Service

CAMSのサーバシステムは，ユーザのスケジュール

の管理と PHSによる位置情報検索を行う管理サーバ，

CTIサーバ（Computer Telephony Integrationサー

バ：日通工製テレコムサーバ），メールサーバ，WWW

サーバから構成される（図 1）．クライアントは，ユー

ザが携帯する PHS（NTT DoCoMo PALDIO 622S）

および携帯情報端末（PDA: NTT DoCoMoブラウザ

ボード）である．ただし，位置検索機能が利用可能な

PHS端末と電子メール，WWWブラウザ機能を利用

できる端末であればその種類を問わない．

各ユーザの位置情報を取得するためには，NTT Do-

CoMoが提供する位置情報検索サービスをWWWか

ら利用可能な，「いまどこマピオン」を用いた5)．管理

サーバは，15分ごとに各ユーザの PHSの電話番号に

対応した CGI メッセージを作成してサーバへ POST

する．そして，「いまどこマピオン」のサーバから得ら

れた HTMLファイルから，地名を表す文字列および

そのURLを抽出し（図 2），管理サーバが持つデータ

ベースへ格納する．いまどこマピオンによる位置情報

の検索の精度は，PHSによる位置情報の検索精度と

同じであり，対象の PHSを中心におおむね 200 m程

度である（ただし PHSのアンテナの出力や設置状況

によって位置情報の精度は異なる）．

システムの運用にあたっては，WWWブラウザか

ら入力可能なスケジューラを，後述するメッセージの

配送ルールに応じて各ユーザごとに提供した．各ユー
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地名を表す文字列を抽出 地図へのURLの抽出

図 2 いまどこマピオンからの地名の取得
Fig. 2 Location information service with Mapion.

図 3 スケジューラ
Fig. 3 Scheduler.

ザは，事前に登録した配送ルールの中に記述されたス

ケジュールのリストの中から 1 つを選択し，開始時

刻，終了時刻を選択することで，スケジュールを入力

する（図 3）．そして入力されたスケジュール情報（ス

ケジュールの種類，開始時刻，終了時刻）は，管理サー

バが持つデータベースに格納される．このスケジュー

ラはブラウザから入力可能なため，モバイル環境にお

いても，PDAからスケジュールの登録や変更を行う

ことができる（図 4）．

2.1 メッセージの動的配送

管理サーバは，スケジューラからの入力情報を随時，

PHS の位置検索情報を 15 分間隔で取得し，データ

ベースに格納する．そして，得られたスケジュール情

図 4 スケジュールの一例
Fig. 4 Schedule on a day.

図 5 CAMSの機能
Fig. 5 Functions of CAMS.

報（スケジュールの種類，開始時刻，終了時刻）およ

び位置情報（地名）をもとに，後述するメッセージの

動的配送のルール中から最も適切なものを選択する．

そして，その選択されたルールに従って，CTIサーバ

のソフトウェア PBX（ソフトウェアから制御可能な

電話交換機）の設定およびメールサーバのフォワード

先の設定を，管理サーバが更新する．

電話の転送設定は，ソフトウェアから制御可能な

PBXを用い，CTIサーバが提供するインタフェース

（CGIプログラム）を通じて，電話の転送先の設定を

行う．また，メールサーバに対しては，各ユーザの転

送設定ファイル（ .forwardファイル）を更新すること

でメールの転送を制御する（図 5）．

システムを使用するにあたっては，各ユーザが，ど

の場所でどのようなスケジュールの場合にどの通信手

段が適当であるかを記述した，メッセージの動的配送

のためのルールを事前に登録する．ルールは場所に関
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表 1 メッセージ配送ルールの一例
Table 1 An example of a message delivery rule.

するものとスケジュールに関するものの 2 種類であ

る．場所に関するルールでは，どの場所ではどの電話

番号とどのメールアドレスが望ましいか，を記述する．

スケジュールに関するルールでは，どの場所でどんな

用件を行っている際にどの電話番号とどのメールアド

レスが望ましいか，を記述する．配送ルールの一例を

表 1 に示す．表 1のルールは，後述する運用実験に

参加してくれた大学講師で建築家であるユーザの転送

ルールを単純化したものである．

以下に配送ルールを選択する際のアルゴリズムにつ

いて述べる．ユーザのスケジュールが特に登録されて

いない場合には，場所に関する配送ルールが適用さ

れる．管理サーバが位置情報を用いてユーザが事前に

登録された場所にいると判断した際には，その場所に

関する配送ルールが新たに選択され，設定が更新され

る．そのため，ユーザの入力を必要とせずに，自動的

にメッセージ転送の設定が更新される．位置情報を用

いて配送ルールの選択を行うにあたっては，配送ルー

ルに登録された場所の住所に対応した地名の表記を事

前に保持しておき，ユーザの現在位置を示すマピオン

の地名の表記と，それを比較した．

ユーザのスケジュールが登録されている場合には，

スケジュールに関する配送ルールが適用される．管理

サーバが位置情報を用いて，スケジュールに記述され

た場所にユーザがいると判断し，スケジュールの開始

時刻になった際に，そのスケジュールに関するルール

が選択され，設定が更新される．スケジュールの終了

時刻になった際には，位置情報や次のスケジュール情

報を用いて新たな配送ルールが適用される．

ユーザが他のメンバに電話連絡をとる場合には，CTI

サーバが管理する各メンバの電話番号に電話をかける．

その発信された電話は，受信するユーザの場所とスケ

ジュール，配送ルールに応じて，動的に配送される．

これにより，メッセージの送信側は，システムの管理

する電話番号もしくはメールアドレスにメッセージを

送ることで，受信側の状態を気にすることなく，受信

側のスケジュールおよび位置情報に応じた最も適する

と思われる番号もしくはメールアドレスに，メッセー

ジが動的に配送される（図 5）．

以下に表 1における配送ルールの適用例を示す．表 1

の配送ルールを用いると，管理サーバが位置情報を用

いてユーザが「事務所」にいると判断した場合には，

電話は事務所内の電話に転送される．そして，「大学」

や「自宅」などへ移動したと判断した際には，それぞ

れの場所のルールに応じて，電話が転送される．ユー

ザが事前に登録していない位置情報が取得された場合

や，電波の状態などにより位置情報を検索することが

できなかった場合には，「標準」の場合に記述された

ルールに従ってメッセージが配送される．そのため，

そうした場合には電話は PHSへと転送される．

スケジュールが入力されている場合にはスケジュー

ルに関するルールが適用される．ユーザのスケジュー

ルの開始時刻から終了時刻まで，スケジュールに応じ

た配送ルールを適用する．表 1 の配送ルールを用いる

と，管理サーバが位置情報を用いてユーザが事務所に

いると判断し，さらにスケジュール「事務所で会議」

が登録されている場合には，その開始時刻からその終

了時刻まで，それに応じた配送ルールが適用される．

そのため，電話は留守番電話に転送される．

メールを送る場合も同様に，メールサーバが管理す

るメールアドレスにメールを送ることで，選択された

配送ルールに応じてメールが動的に配送される．

ユーザは必ずしもスケジュールどおりに行動すると

は限らないため，それらが食い違う場合も考えられう

る．表 1 のユーザの場合を考えると，「事務所で会議」

というスケジュールの開始時刻に遅刻し，事務所とは

考えられない位置にいる場合や，「クライアント 1で打

ち合わせ」というスケジュールの終了時刻を過ぎても，

その場所にいる場合などである．そのため本システム

では，位置情報をユーザがスケジュールどおりに行動

しているかどうかを把握するためにも用いる．またそ

うした場合のために，各ユーザは場所に関するルール

とスケジュールに関するルールのどちらを優先するか

を事前に決定しておく．

以下では，「クライアント 1で打ち合わせ」というス
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ケジュールの開始時刻にユーザが遅刻したが，予定よ

りも早く打ち合わせが終わり，終了予定時刻には事務

所に戻っていた場合を考える．

開始時刻においては予定の場所に到着していないた

め，ユーザの現在位置とスケジュールに記述された場

所が異なっている．場所を優先するユーザには，場所

に関する配送ルールが適用されるため「標準」の配送

ルールが適用され，電話は PHSに転送される．スケ

ジュールを優先するユーザには，開始時刻には「クラ

イアント 1で打ち合わせ」の配送ルールが適用される

ため，電話は留守番電話へ転送される．

終了時刻においてはクライアント 1の場所から事務

所へ移動してしまったため，ユーザの現在位置とスケ

ジュールに記述された場所が異なっている．場所を優

先するユーザには，「事務所」の配送ルールが適用され，

電話は机上の固定電話へと転送される．スケジュール

を優先するユーザには「クライアント 1で打ち合わ

せ」の配送ルールが適用されるため，電話は留守番電

話へ転送される．

2.2 通信コンテクストの共有

2.2.1 Context Viewer

システムが自動的にメッセージを配送するだけでな

く，グループのユーザ全員のスケジュール情報および

位置情報，それらを用いて選択された配送パターンに

よるメッセージの転送状況をWWW上で共有するこ

とで，コミュニケーションの成立を判断するための情

報をメッセージの送信側にも提供した（図 5）．本シス

テムでは，この機能を Context Viewerと呼ぶ．

現在のモバイル環境では，コミュニケーションが成立

するかどうかは，メッセージの受信者の状況と受信者

の判断に委ねられる．受信者の位置情報とスケジュー

ル情報を用いたメッセージの動的配送だけでなく，通

信コンテクストの共有によって，コミュニケーション

のタイミングやメディアの選択を判断するための情報

を発信者に提供する．これにより，CAMSにおける

コミュニケーションの成立に，発信者の判断を組み入

れることを目的とした．

管理サーバは，ユーザからのアクセスに応じて，デー

タベースに格納されたユーザたちの最新の通信コンテ

クスト（スケジュール，位置情報，メッセージの転送

状況）を PHP スクリプトを用いて自動的に HTML

ファイルに書き出す（図 6）．位置情報の項目は詳細な

地図画像へのリンクとなっており，ユーザは他のユー

ザの現在地を地図上でも確認することができる．これ

により，WWWブラウザを使用可能なモバイル環境

であれば，ユーザたちはお互いの状況を共有すること

図 6 通信コンテクストの共有：Context Viewer

Fig. 6 Sharing communication context: Context Viewer.

が可能である．

また，現在のシステムにおけるメッセージの動的配

送においては，事前に登録した配送ルールに記述され

ていない場所にユーザがいる場合や，高速での移動中

や電波の状態の影響などによって位置情報の検索に失

敗した場合には，電話やメールは「標準」のルールを

用いて配送される．しかし，いつもと違う場所で行わ

れる会議など，「標準」のルールの適用が必ずしも適切

であるとは限らない．また，スケジュールが過って入

力された場合や入力されていない場合，スケジュール

がおしてしまった場合などにも，メッセージが誤って

配送されることもありうるという短所を持つ．

しかしそうした場合でも，本研究で対象としている

ようなグループのメンバ同士であれば，行動パターン

をある程度共有していると考えられるため，位置情報

や同行している他のユーザといったユーザ間の関係性

を用いて，発信者が受信者の状況をある程度推測する

ことができると思われる．そのため，通信コンテクス

トの共有は，メッセージの動的配送を補完するシステ

ムとして機能すると考えられる．

2.2.2 Context Map

また，地名をリスト表示するだけではなく，各ユーザ

の最新の位置情報と 15分前の位置情報を東京の地図上
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図 7 位置情報のマッピング：Context Map

Fig. 7 Java applet for mapping users: Context Map.

にマッピングする Javaアプレットを実装した（図 7）．

ユーザからのアクセスに応じて，PHPスクリプトを用

いてデータベース内の情報からアプレットのパラメー

タを記述した HTMLファイルを自動的に書き出す．

最新の位置情報と 15分前の位置情報が異なるユーザ

は，その最新の位置が地図上に濃紺の円として表示さ

れ，15分前の位置が淡青の円として表示する．最新の

位置情報と 15分前の位置情報が同一であるユーザは，

地図上のその位置に赤い円が表示され，円の上部に名

前が表示される．また，複数のユーザが同一の位置に

いる場合は，1つの円の上部にユーザたちの名前がリ

スト表示される．PHSによる位置検索に失敗したり

その位置が地図の外側であったりする場合には，何も

表示されない．本システムでは，この機能を Context

Mapと呼ぶ．

3. 実 験

3.1 実験の条件および仮説

構築したシステムを，建築家やデザイナのコラボ

レーションネットワークであるテレデザインのメンバ

9 名（30 代の男性 7 名および女性 2 名）に，およそ

2カ月半（1999/11/15～2000/1/31）にわたって使用

してもらった．そして，その通信ログの分析やヒアリ

ングから，システムの効果や改善すべき点などを考察

した．

テレデザインのメンバは，それぞれ東京都内に

SOHO（Small Office Home Office）を持つ分散環境

下にありながら，固定電話や携帯電話，FAX，電子

メールなどによる通信的なコミュニケーションおよび

対面的なコミュニケーションをとりながらコラボレー

表 2 機能の比較のための実験の条件
Table 2 Experimental conditions for each week.

第１週 
(1999/11/22/-1999/11/26)

第２週 
(1999/11/29-1999/12/03)

第３週
(1999/12/06-1999/12/10)

メッセージの動的配送 位置情報とスケジュール情報
の共有

メッセージ転送状況の共有

ションを行うというワークスタイルをとっている．コ

アとなっているメンバが全体で集まるのは月 1 回程

度であり，その他にプロジェクトごとのミーティング

とメーリングリストを持ち，緩やかな連係を保ちなが

ら，様々な仕事を並列的に進行させるという，一般的

な企業体とは異なるかたちの働き方をとっている6)．

まず，機器の操作に慣れてもらうため，実験に先立っ

て PHSと PDAの試用期間を設けた（1999/11/15～

1999/11/17）．

実験を行うにあたっては，CAMSのそれぞれの機能

がもたらす有用性として以下のような仮説を立てた．

• 機能の増加にともない，通話がつながらない場合
が減少し，電話によるコミュニケーションが成立

しやすくなる．

• 通信コンテクストの共有の度合いを高めることで，
同期的なコミュニケーションである電話を用いる

割合が増加し，非同期的なコミュニケーションで

ある電子メールを用いる割合が減少する．

そして実験期間の最初の 3 週間（1999/11/18～

1999/12/9）は，それぞれの機能についての有効性の

比較検討および仮説の検証を目的として，メッセージ

の動的な配送のみ，メッセージの動的な配送と位置情

報の開示，メッセージの動的な配送と位置情報，スケ

ジュール，メッセージ転送状況の共有，と利用可能な

機能を徐々に増加させながら，実験を行った（表 2）．

3.2 通信ログの分析

実験期間の最初の 3週間におけるコミュニケーション

のログ（CTIサーバにおける通話履歴，メールサーバに

おけるメール送信受信履歴，WWWサーバにおけるア

クセス履歴）の比較を行った．残りの期間（1999/12/10

～2000/1/31）においては，すべての機能を使用して

もらい，システムに関するフィードバックを得た．

図 8に電話，メール送信，メール受信が行われた回

数の推移を示す．電話とメールの間には偏りがなく，

どちらも同じように増減しており，仕事の忙しさに比

例しているようである．初日に回数が高くなっている

のは，この実験に関する連絡のメールが多かったため

であると思われる．週別の通話時間の分布を図 9 に

示す．1セッションあたりの通話時間で最も多かった
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図 8 利用件数の推移
Fig. 8 Change of numbers of telephone and e-mail.

図 9 週別の通話時間の分布
Fig. 9 Distribution of talking time every week.

のが 1分から 5分の間であった．5分以下の通話が約

80%を占めており，ちょっとした連絡やアポとりなど

の用途がほとんどであると思われる．また，3週とも

短時間の通話に集中しており，週によって傾向に大き

な差はないといえる．これらのことから，3週におけ

る電話および電子メールのそれぞれの使い方の傾向に

は，週による大きな差はないと思われ，週ごとに実験

条件を変えたことによる影響とそれぞれの機能がもた

らす影響の関係性を考察できると思われる．

図 10 に，実験の最初の 3 週間における，通話の

通話が成立した場合の回数および通話が成立しなかっ

た場合の回数の変化を示す．通話が成立しなかった場

合というのは，電話をかけて呼び出し音が行われなが

らも受信者が電話をとらなかった場合のことである．

図 11に実験の最初の 3週間における，通話の成立回

数とメールの送信回数の比較を示す．

実験における通信ログの解析と仮説とを比較すると，

以下のような事柄が確認された．

• 週を追って機能を増加することにともない，通話
がつながらない場合が減少した．

• 通信コンテクストの共有の度合いを高めることで
は，電子メールを用いる割合と電話を用いる割合

図 10 通話成立不成立の推移
Fig. 10 Change of numbers of calls and e-mails.

図 11 通話の成立回数とメール送信回数の比較
Fig. 11 Comparison of numbers of calls and e-mails.

にはあまり変化はみられなかった．

これらのことから，以下のような事柄が推測される．

• メッセージの動的な配送および通信コンテクスト
の共有は，通話がつながらない場合を減少させる．

• 通信コンテクストの共有によって，通信メディア
の変更（電話をメールに，メールを電話に変更）

を促進することはなかった．

3.3 ユーザへのヒアリング

ユーザへのヒアリングで得られた主な感想および意

見から，以下のような事柄が確認された．

• 特にスケジュールを入れなくても PHSを持って

出かけるだけで，位置情報から電話が転送される

のは便利である．

• 電話をかけなおす場合が減少した．
• メッセージの動的転送に関しては，受け側が望む
形で届くことが便利な一方で，送り側が特に電話

で具体的にどこにつながるか分からないのは不安

である．

• 通信コンテクストの共有によって，コミュニケー
ションのタイミングを切り替える判断ができる．
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• 通信コンテクストの共有によって，コミュニケー
ションのタイミングを切り替えることはあっても，

メディアを変更することはなかった．

• 通信コンテクストの共有の中でも，互いの位置情
報を共有することが，グループへの帰属意識を向

上させた．

特に，メッセージの動的な配送の補助的な役割として

考えていた通信コンテクストの共有が，分散環境下で

のコラボレーションにとって有効であるという意見が

強かった．

各ユーザの位置を東京の地図上にマッピングする

JavaアプレットであるContext Mapは，ユーザの位

置情報をリスト表示するだけでなく地図上にプロット

して欲しいというユーザたちからの要望を受け，実装

を行った．この機能は通信ログの解析の対象としてい

ない期間の最終週（2000/1/24～2000/1/31）に使用

されたため，その期間の通信ログの解析は行っていな

い．この機能が最初からあれば，まったく異なった使

用方法や異なる感覚を喚起したに違いないというユー

ザの意見が多かった．

4. 考 察

4.1 関 連 研 究

様々な通信環境が混在する中で，モバイル環境にい

る相手とスムーズにコミュニケーションをとるための

システムの提案がなされている7),8)．これらは本研究

と目的を同じくし，柔軟で適応的なメッセージング

サービスを提供することを目的としている．それら

がアーキテクチャの提案を行い，あらゆるユーザを対

象としたシステムの構築を目的としているのに対し，

本研究では特定のグループ内のメンバ同士のコミュニ

ケーションをスムーズにすることを目的としており，

その対象が異なっている．また本システムは実際に稼

動したシステムであり，2カ月半にわたる運用実績を

ともなっている．

受信側のユーザの状況に応じて動的にメッセージ配

送を行うシステムとしては，文献 11)や文献 12)，13)，

NTTによるワンナンバーサービスがある．文献 11)や

ワンナンバーサービスでは，電話を転送したいときに

望ましい転送先を受信側のユーザ自身がそのつど指定

する必要があり，電話番号の入力などを毎回行う必要

があった．本システムでは位置情報およびスケジュー

ル情報，メッセージ配送ルールを用いて転送設定の更

新を行うため，ユーザは移動するだけでも転送先が自

動的に更新される．

また，本システムと文献 11)は同様にWWWを用い

てお互いの状況を共有するが，電話の転送にあたって

は，文献 11)では電話を制御するプログラムをWWW

サーバからダウンロードするため，PCに接続された

特殊な電話を発信側が用いる必要がある．それに対し，

本システムでは電話交換機を内蔵した CTIサーバを

用いて電話の転送を行うため，WWWを利用できな

い状況にあるグループ内のメンバやWWW上の情報

を参照することが許可されていないグループ外の人間

でも，一般の固定電話および携帯電話を用いて電話の

発信を行うことができ，受信側の望むかたちでその電

話が転送される．またセンサから取得されるユーザの

位置情報を用いてメッセージの動的な配送を行うシス

テムとして文献 13)があるが，そこではユーザの移動

可能な範囲がセンサの設置された建物内に限定されて

いた．本システムではその範囲が都市のスケールに拡

張されている．

受信者の通信コンテクストに応じて，発信者側が

メッセージを送るタイミングやメディアを選択するた

めの枠組みの提案がなされている14),15)．これらのシ

ステムは，通信コンテクストを共有するのが受信者と

発信者だけに限られており，またメッセージの発信を

行う際に受信側に通信コンテクストの問合せを行うシ

ステムとなっている．本システムでは，CTIサーバを

用いたメッセージの動的配送を行っているため，通信

コンテクストへのアクセスが許可されていない発信者

のメッセージも，受信側の望むかたちで配送すること

ができる．

モバイル環境にいるユーザを対象とするメッセージ

ングサービスを構築するにあたっては，プライバシー

の確保は重要な問題であり，文献 7)においては位置

情報に関するプライバシーの確保に重きが置かれて

いる．本研究ではすでに既知のユーザ同士のコミュニ

ケーションを対象としているため，位置やスケジュー

ルをお互いに共有するシステムとなっているが，ユー

ザの情報にアクセスしようとした相手に応じて開示の

レベルを切り替えるような機構を組み込むことで16)，

情報を共有しつつプライバシーを確保する必要がある

と思われる．

位置情報を用いたコミュニケーション支援システム

としては文献 9)や文献 10)などがある．これらのシ

ステムは同じ情報への興味を持つお互いを知らない人

同士の偶発的な出会いを支援することを目的としてい

る．本システムはすでにグループを形成しているユー

ザが，様々な通信環境の混在する中でよりスムーズに

コミュニケーションをとることを支援している．

居場所やスケジュール，利用可能な通信手段などを
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分散環境下において共有する他のシステムと比較する

と11),17)，本システムではユーザはスケジュールや状

況よりもユーザの居場所に着目する傾向があった．こ

れは，ユーザらの働き方とも関連があると思われるが，

ユーザが移動する空間が，事業所内や 2 つの室内と

いったものではなく，東京都全域であったことと関連

があるのではないかと思われる．通信コンテクストの

共有の中でも，位置情報の共有は実験ユーザに好評で

あり，Context Mapは Context Viewerよりも好評で

あった．Context Mapは，誰と誰が一緒にいるか，誰

がどこからどこへ向かおうとしているのかなど，ユー

ザ同士の関係を把握しやすいとのことであった．これ

は，実験ユーザがすでに既知の間柄であり，どの場所

ではどういった仕事をしているかなどを推定しやすい

ためであったためと思われる．遠隔地にいるグループ

におけるコラボレーションにおいては，お互いの状況

や仕事の進捗具合を共有することが重要であるが17)，

本システムにおいては，スケジュール情報の共有だけ

でなく位置情報の共有もそうした効果をもたらしてい

たと思われる．

グループウェアの研究の中では，遠隔地の間で気配

や存在感を共有するための研究もさかんに行われてい

る18)∼20)．こうしたシステムの多くは，様々な装置が

設置された空間の中にいる必要があるが，本研究では

ユーザは PHSを携帯するだけであり，移動する空間

も限定された遠隔空間ではない．またその移動範囲も，

PHSの電波を受信可能である範囲の都市全体に拡がっ

ており，ユーザの通信コンテクストが変化する度合い

が大きく異っていると考えられる．

4.2 実験結果に対する考察

実験を行う前には，CAMSの 2つの機能によって，

通話がつながらない場合が減少し，また，電話の割合

が増加しメールの割合が減少する，という仮説を立て

ていた．

前者については，ログの解析およびユーザのヒアリ

ングからシステムの有用性を確認することができた．

しかし，後者については仮説と実験結果は異なってお

り，通信コンテクストの共有によって通信のタイミン

グを変更することはあっても，通信のメディアの変更

を促進することはなかったようである．

その理由について，ユーザにヒアリングを行ったと

ころ，第 1の理由として，コンテクストの共有によっ

て通話ができないと表示されているにもかかわらず，

もしかすると通話できるのではないかと考えて電話

を発信してしまう，といったことをあげたユーザが多

かった．また第 2の理由として，電子メールは自分の

アイデアをまとめたり事務的な連絡や確認をしたりす

るために主に用いるが，電話が持つ即応性やインタラ

クティブ性を用いたいときには，その目的を電子メー

ルで代替できない場合がある，といったことをあげて

いた．そうした欲求が自分にとっては相手の状況より

も優先度が高い場合が多く，通信コンテクストの共有

によって通信のタイミングを変えることはあってもメ

ディアを変更することはなかった，とのことであった．

実験に参加することで，コミュニケーションを行う際

の要求が，非常に自己中心的なものであり，また通信

のメディアを変更することは自己の要求を変更するこ

とでもある，ということをユーザ自身が再認識したと

のことであった．こうしたメディアの特性の違いや，

発信者の判断と要求の関連が，CAMSが通信メディ

アの変更を促すことがなかった要因の 1つであると思

われる．

今回の実験では，通信コンテクストを共有するにあ

たって，スケジュールおよび位置情報，メッセージの

転送状況を提示したが，最も注目されていたのは位置

情報であった．これは被験者らが，それぞれにオフィ

スを持ちながらも，仕事に応じて様々な場所へ移動す

るというワークスタイルを持つためであると思われる．

しかし，異なるワークスタイルや異なる人間関係を持

つグループなどでは，また違った結果が得られると思

われる．本稿における実験ユーザはスモールオフィス

ワーカのグループであったが，ホームオフィスワーカ

のグループを対象とした運用実験も行っている4)．そ

の実験のユーザたちは子供を持つ女性のグループであ

り，仕事は主に自宅内でするというワークスタイルを

とっている．そのユーザらは，プライバシーを確保し

つつお互いの状況を共有するために，位置情報による

地名や地図上でのマッピングは望まず，外出中か在宅

かだけが分かるような情報提示を望んだ．本システム

はすでにある程度コミュニティが形成されたグループ

のコミュニケーションをよりスムーズにする効果を持

つと思われるが，そのグループの特性に応じたかたち

で，プライバシーに配慮した異なる情報提示の仕方を

構築する必要があると考えられる．

4.3 今後の課題

本システムでは，スケジュール情報が適切に入力さ

れ位置情報が適切に得られた場合には，メッセージを

適切に配送することができる．しかし，スケジュール

が過って入力された場合や入力されていない場合，ス

ケジュールがおしてしまったときや位置情報の検索に

失敗した際には，メッセージが誤って配送されること

もありうるという短所を持つ．そうした場合のため
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に，状況推定のアルゴリズムを改善することやバック

アップシステムを構築すること，モバイル環境におけ

るユーザの通信コンテクストの取得方法を改善するこ

とは，今後の大きな課題である．

また現在のシステムでは発信者側の判断を組み入れ

ることはできても，要求を組み入れることはできない．

そのため，受信者の状況に応じて複数のメッセージの

配送先およびメディアの優先順位を付け，ソートを行

い表示することで，発信側が自らの要求と照らし合わ

せたうえでメッセージを発信することが可能になるの

ではないかと考えられ，そうした機能を付け加える必

要があると思われる．こうした改善により，メッセー

ジの動的配送において具体的にどこに電話がつながる

かが発信側に分からない，といった問題点も解決でき

ると考えられる．

今回行った実験では，位置情報やスケジュールを共

有することで，「いまここにいるから会おうよ」といっ

たスタイルのコミュニケーションが現れてくることも

想定していた．また，そうした使い方がユーザからも

求められていたものの，システムの完成度などからそ

うした契機を十分に提供できたとはいえなかった．今

回の実験で得られた知見をもとにシステムの完成度を

上げることで，そうした機会をより提供できるシステ

ムとして改善する必要があると考えられる．

実験の考察およびヒアリングから，今後のシステム

の改善点としてさらに以下のものが考えられる．

• メッセージの配送や通信コンテクストを共有する
にあたって，ユーザがより自由にかつ簡単に，ス

ケジュールの種別の登録や配送ルールの変更，プ

ライバシーの公開度の設定を行うことが可能なシ

ステムとする．

• WWWブラウザ機能付きの携帯電話などを用いて

電話およびメールの機能とコンテクストビューワ

がうまく連携され，コミュニケーションをとる一

連のアクションをよりスムーズに行う機能の実現．

• ユーザ同士のスケジュールおよび位置情報の関係
性を表示することによって，対面的なコミュニケー

ションの機会を持つことを支援する機能の実現

こうした点を実現できれば，多種多様な分散環境下に

いるユーザたちのコミュニケーションをよりスムーズ

にすることができると思われる．

5. 結 論

本研究では，ユーザの通信コンテクスト（位置，行

動，利用可能な通信環境）に応じてメッセージを動的

に配送するとともに，その通信コンテクストをユーザ

同士が共有することで，様々な環境にいるユーザ同士

のコミュニケーションを円滑にするためのシステム，

Context Aware Messaging Serviceを構築した．シス

テムの目的にマッチすると考えられるグループを対象

とした運用実験を行い，通信ログの分析およびヒアリ

ングによるシステムの評価を行った．その結果，メッ

セージの動的配送と通信コンテクストの共有が，コ

ミュニケーション機会の損失を軽減する効果を確認し，

通信コンテクストの共有がグループへの帰属意識を向

上させるという知見を得た．
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